
No 科 目 名 称 学年 単位 科　目　概　要

1 スポーツ・健康科学 1 1

医療従事者になることへの意識づけとして、他者との情報共有や確認作業、相互理解を図るための手

段であるコミュニケーション能力をチームスポーツを通して身につけることを目的とする。また、障

がい者スポーツやユニバーサルスポーツを体験することにより、障害の有無や年齢に関係なく、誰で

も参加できるスポーツの意義や特性を学び、理解を深める。 

本授業では、PC、タブレット端末を活用したグループディスカッション、また小テストの受験や課題

提出などICTを活用した双方向授業、またプレゼンテーションによる競技紹介、グループディスカッ

ションを通じて自己表現能力を育てる初年次教育を実施する。一部の授業を遠隔授業で実施する場合

がある。 

中等教育機関において保健体育科の実務経験を有する教員が授業を行う。

2 医療入門 1 1

チーム医療において多職種と効果的な協働をはかるために医療専門職者として有用な看護の知識と技

術について講義する。具体的には、看護の対象や主な看護活動の場、患者の安全・安楽を守る看護技

術、医療職者の倫理等について基礎知識・技術を看護の視点から広く総合的に学修する。看護専門職

として臨床及び大学での実務経験がある教員が授業を行う。遠隔授業で実施する。

3 解剖学Ⅰ 1 1

解剖学は正常な人体の構造を学ぶ学問で、機能を学ぶ生理学と共に、医療分野での専門基礎知識と技

術を修得するために最も重要なものです。観察方法により肉眼解剖学、光学顕微鏡による組織学、電

子顕微鏡による細胞学、および発生学の4つに区分され、それぞれが膨大な内容である。講義では人

体の構造を画像ソフト、プリントを通して、出来るだけ分かりやすく説明する。2年次には実習があ

り、専門科目の学習を容易にする基礎知識を講義する。なお、本大学病院臨床検査部において臨床検

査技師の実務経験を有する一部の教員が授業を行う。 

必要に応じて対面授業ではなく遠隔授業で実施する。 

4 解剖学Ⅱ 1 1

解剖学は正常な人体の構造を学ぶ学問で、機能を学ぶ生理学と共に、医療分野での専門基礎知識と技

術を修得するために最も重要なものです。観察方法により肉眼解剖学、光学顕微鏡による組織学、電

子顕微鏡による細胞学、および発生学の4つに区分され、それぞれが膨大な内容である。講義では人

体の構造を画像ソフト、プリントを通して、出来るだけ分かりやすく説明する。2年次には実習があ

り、専門科目の学習を容易にする基礎知識を講義する。なお、本大学病院臨床検査部において臨床検

査技師の実務経験を有する一部の教員が授業を行う。 

必要に応じて対面授業ではなく遠隔授業で実施する。 

5 生化学Ⅰ 1 1

生体は多くの分子から成り立つている。生体の構成最小単位である細胞の中では、それらの分子が

様々な代謝を受けて工ネルギーを獲得し、 生命活動を維持している。 疾患はその代謝が何らかの原

因で正常に行われなくなった結果発症すると考えられる。 生化学Ⅰでは、生命活動に関わる分子の正

常な働きについて学び、 これらの代謝系全体がどのように整理・統合されているのかを理解し、 ヒ

ト体液や組織中の生化学物質の分析が疾患の診断、 治療及び予防に如何に役立つているかを理解する

ことを主たる目的として講義する。なお、大学病院や研究施設で実務経験を持つ教員が授業を行う。 

必要に応じて遠隔授業で実施する。

実務経験教員担当科目一覧

放射線学科
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6 生化学Ⅱ 1 1

私達が体を成長・維持し生命活動を行うためには、食物から栄養素を摂取しなければならない。栄養

素は体内で消化・吸収・代謝され、人体を構成する材料やエネルギー源として各器官で利用される。

本講義では、生化学Ⅰで学修した知識を発展させるために、主な器官・臓器で行われる生化学的現象

について解説する。また、臨床では患者さんの治療効果を高め早期回復を図るために、医師や臨床検

査技師などの多職種が連携した栄養サポートチーム（NST）による栄養管理が行われている。臨床で

必要な栄養生化学的な基礎知識についても学修する。なお、本講義は大学病院で実務経験を有する教

員が講義を行う。 

必要に応じて遠隔授業で実施する。

7 医用機器学概論 1 1

今?の医療においては、多種多様な機器が診断・生命維持管理・診療などに使用されている。本科目

では、今後受講する各装置の専門科目の導入として臨床検査で使用する機器、放射線診断装置・放射

線治療装置、生体計測・監視用機器、治療用機器、生体機能代行補助機器の構成や原理を理解し、医

用機器の全体像を把握するとともに、臨床医療における医用機器の役割や使用方法、安全管理につい

て学ぶ。

なお、臨床検査技師、診療放射線技師、臨床工学技士の実務経験を有する教員が授業を行う。

必要に応じて対面授業ではなく遠隔授業で実施する。

8 放射線医学概論 1 1

入学後早期に放射線医学、診療放射線技術学、放射線管理学などの初歩的な知識を学ぶことにより、

自らの適正を判断し、放射線技術者になろうとする決意を新たにする。 

X線検査、血管撮影・IVR、CT、MRI、超音波検査、核医学検査、放射線治療などの装置、原理に関

する初歩的な講義を行い、代表的な疾患の画像や治療症例を供覧する。医療分野、各種医療職におけ

る、診療放射線技師の役割、責務に関する基礎知識について講義する。診療放射線技師として臨床経

験を有する教員が講義を行う。状況により遠隔講義とする。

9 早期臨床体験 1 1

入学後早期に、藤田医科大学病院放射線部において見学実習を行うことにより、自らの適正を判断

し、将来、診療放射線技師になるための学問修得に向けた動機付けを行う初年次教育を実施する。 

本学病院放射線部のX線撮影部門、ハイブリッド手術室（血管撮影・IVR）部門、CT検査部門、MRI

部門、核医学部門、放射線治療部門などを半日ずつ10名程度のグループで回り、臨床現場を体験す

る。体験後、レポートを提出する。 

なお、本大学病院放射線部の診療放射線技師が担当する。 

状況によっては遠隔で実施することがある。

10 医療スペシャリスト 2 1

「医療スペシャリスト」では、臨床検査技師、臨床工学技士および診療放射線技師の国家資格取得後

に設置されている様々な専門資格について学ぶ。 

その資格の取得方法、業務内容、チーム医療や社会におけるスペシャリストとしての役割、国家資格

取得後のそれぞれの医療職としてにどのような学びが必要か、またそれぞれの専門資格における今後

の展望について理解する。 

この科目はそれぞれの資格を有し実務経験を有する複数の教員がオムニバス形式で授業を行う。 

なお、状況により遠隔授業で講義を行う場合がある。
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放射線学科

11 モンテカルロシミュレーション 2 1

モンテカルロシミュレーションとは、乱数を用いた試行を繰り返すことにより近似解を求める数値計

算手法である。モンテカルロシミュレーションは様々な分野で用いられており、放射線の輸送計算に

も使用されている。放射線の輸送計算においては、物質中の物理現象を確率的に捉え、その過程を乱

数を発生させて追跡する。モンテカルロシミュレーションは、患者被ばく線量評価や放射線治療計画

で利用されており、放射線医学分野では欠かせないツールの一つである。

この講義は、ディプロマポリシー1,7を主な目的とする。

本講義では、モンテカルロシミュレーションの数理的な原理・理論を学ぶとともに、コンピュータを

利用したプログラミング演習も行う。

状況によっては遠隔で実施することがある。

本講義は、本大学病院放射線部において診療放射線技師の実務経験を有する教員が授業を行う。

12 人間工学 2 1

この科目では、ヒトの特性からヒューマンセーフティの確保について工学的にその意義を考察する。

人間の基本的特性とシステム（作業、環境、機械）の関係を理解するとともに、エラーの発生要因を

客観的に理解し、人－機械系を科学的に捉え、安全に行動するための基礎的知識を学ぶことを目的と

する。その上で、安全と考えた行動の経験と失敗がどのように社会に貢献できるかを考える機会にす

る。 

なお、この科目は、本大学病院の旧臨床検査部において、また、臨床工学部において臨床検査技師・

臨床工学技士として実務経験を持つ教員が担当する。 

この講義は対面授業で実施するが、状況によっては遠隔授業を行う。

13 病理学 2 1

病理学は疾病の原因、発症の機序、病変の広がり、結果が生体に及ぼす影響等を解明、説明する学問

である。 

病理学は病理形態学、病態生理学、病態生化学に分けられるが、講義では狭義の病理学としての病理

形態学を講義する。 

例えば癌とは何であるのか、何故発生するのか、発生した場合に人体にどの様な現象が生じるのか等

を講義する。 

臨床検査技師、臨床工学技士、診療放射線技師として知っておく必要のある代表的な病態、疾患につ

いて講義を行う。 

なお、本大学病院において病理診断実務に携わっている医師教員が授業を行う。 

必要に応じて対面講義から遠隔講義で実施する。

14 放射化学 2 1

放射能現象の解明は、原子物理学、核物理学などの新たな学問分野に発展したが、化学においても、

核化学、放射化学、放射線化学など新たな分野が開拓された。中でも放射化学は放射性同位元素の利

用を理解する上で欠くことのできない基礎分野であり、生命科学や理工学などの自然科学やエネル

ギー産業などを支える重要な学問である。本科目では、放射性壊変・放射平衡、天然・人工放射性核

種などについて物理過程も含んだ基礎的な事項と、核医学への応用も含めて、放射性同位体の化学、

分離・合成、放射化学的分析を講義する。また、eラーニングを活用して関連する国家試験問題に挑戦

する。 

この科目は対面で実施する。なお、藤田医科大学病院において診療放射線技師の実務経験を有する教

員も講義を行う。

15 放射化学実験 2 1

放射化学は化学や放射線物理学の知識を基礎とし、核医学検査技術学や放射線安全管理学などに発展

する科目である。本科目では、放射化学で学修した内容について、TBLを通して理解を深めること

で、放射性同位元素（RI）を診断、治療で安全に取扱うために必要な知識や技術を習得する。具体的

にはRIの分離や分析、あるいはその応用を実験を中心として進める。RIを使用しなければ理解が難し

い項目については、放射線施設（管理区域）内で、RIを利用しなくても十分理解できる項目について

は、一般の実験室内で実施する。TBLを通じて、課題を解決する力、連携する力、自立して達成する

力、および創造する力を習得する。

なお、病院において診療放射線技師の実務経験を有する教員が実験指導を行う。

事前個人テスト（iRAT）の実施、レポートの提出、および質問の受付にMoodleを使用する。



No 科 目 名 称 学年 単位 科　目　概　要

実務経験教員担当科目一覧

放射線学科

16 放射化学演習 2 1

放射化学は化学や放射線物理学の知識を基礎とし、核医学検査技術学や放射線安全管理学などに発展

する科目である。本科目では、放射化学の基礎知識を基に、放射化学に関連した課題に対して少人数

で課題解決型の演習(PBL)を行う。具体的には、提示された課題について、個人・グループで学修・

討論し、その成果を授業時間中にプレゼンテーションする。PBLを通じて、課題を解決する力、連携

する力、自立して達成する力、および創造する力を習得する。 

なお、診療放射線技師の実務経験を有する教員が授業を行う。 

本科目は対面で実施する。ただし、状況によっては一部遠隔で実施することがある。 

課題提示や提出、および質問の受付にMoodleを使用する。

17 放射線計測学Ⅰ 2 1

放射線医学において、放射線の検出と計測は不可欠であり、各種の検出器・計測法が利用されてい

る。本講義では放射線の性質、検出器の動作原理、放射線エネルギー・放射能・放射線量計測法およ

び各種放射線計測器の応用までを系統的に講義する。 

放射線計測学Ⅰでは、放射線に関する単位や計測に関連する物理相互作用から、放射線の量と質の計

測に関連する理論と機器、計測手法について学修する。 

本講義ではICTを活用し、eラーニングを用いた自主学習支援を実施する。状況により遠隔授業で講義

を実施する場合がある。またこの講義はディプロマポリシー1，5，7を主な目的とする。 

なお、本大学病院放射線部において診療放射線技師の実務経験を有する教員が授業を行う。

18 放射線計測学Ⅱ 2 1

放射線医学において、放射線の検出と計測は不可欠であり、各種の検出器・計測法が利用されてい

る。本講義では放射線の性質、検出器の動作原理、放射線エネルギー・放射能・放射線量計測法およ

び各種放射線計測器の応用までを系統的に講義する。 

放射線計測学Ⅱでは、放射線計測学Ⅰで学んだ内容に加え、様々な検出器の動作原理と特性、医療応

用を学修する。講義の公判では、実際に医療の現場で利用される放射線計測の最新の知見についてオ

ムニバス形式で講義を実施する。 

本講義ではICTを活用し、eラーニングを用いた自主学習支援を実施する。状況により遠隔授業で講義

を実施する場合がある。またこの講義はディプロマポリシー1，5，7を主な目的とする。 

なお、本大学病院放射線部において診療放射線技師の実務経験を有する教員が授業を行う。

19 核医学機器工学 2 1

医療用放射線装置の進歩は急速に進んでいる。高度に進化した医療用放射線装置を使いこなすために

は、それらの基本的な原理と構造、機能、諸特性についての十分な理解が不可欠である。核医学機器

工学では、このような観点から、核医学診断装置の理論から最新の技術までの修得に重点を置き講義

を行う。ICTを活用して１テーマ終了時に関連する問題を出題し、理解度を把握する。なお、京都大

学医学部附属病院放射線部において診療放射線技師の実務経験を有する教員が講義を行う。状況に

よって対面授業ではなく遠隔授業で実施する。

20 放射線関係法規 2 1

放射線の防護および管理については、本講義と放射線保健管理学の講義を一体として理解できて、は

じめて全体が理解できる。本講義では、放射線関連の法令について系統的・体系的に理解できるよう

に、まず、概論から説明する。次に、診療放射線技師の法的立場を説明し、国際放射線防護委員会や

国際原子力機関などの趣旨に基づくわが国の放射線法令を説明する。また、その他の放射線に関連す

る法令についても主要な箇所を説明する。なお、授業は診療放射線技師の実務経験を有する教員が行

い、ICTを利用する。 

必要に応じて対面授業ではなく遠隔授業で実施する。
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21 放射線治療機器工学 2 1

放射線治療の起源は19世紀末のX線とラジウムの発見に由来する。1950年代に至って、高エネルギー

治療装置と呼ぶことのできる治療装置が一般の医療施設にも設備されるようになった。本科目では、

日常業務で使用されている放射線治療装置に重点を置き、その構造、放射線発生機構、原理、性能を

述べ、装置ごとの取り扱いに関する情報を提供する。放射線治療情報システムについても言及し、放

射線治療におけるICT活用についても説明する。授業を担当する教員は、放射線治療の経験を15年以

上有する放射線治療専門放射線技師、医学物理士の認定を有する。 

Moodleやクリッカーなどを用いてインタラクティブな形式で行う。

22 画像診断機器工学Ⅰ 2 1

診療放射線技師として画像診断装置を使いこなすためには基本的な原理と構造・機能・諸特性につい

て理解し、その操作と精度管理を行うことができなければならない。画像診断機器工学Ⅰでは、X線

の出力に関する事項（X線管、X線用高電圧発生装置など）と各種の関連器具に関する学修をとおし

て、X線診断関連装置・機器を安全に取り扱うための知識を身につける。 この講義は、ディプロマポ

リシー１、5、７を主な目的とする。なお、講義は本大学病院放射線部において診療放射線技師の実

務経験を有する教員が授業を行う。また、国家試験科目であるためICT（eラーニング）を活用した自

習学習支援を実施する。状況によっては遠隔で実施することがある。 

 

23 画像診断機器工学Ⅱ 2 1

X線の出力系と比較して受像系機器は、デジタル化にともなう進化が著しい。診療放射線技師として診

療に適した画像を得るためには各種受像系（I.I.、CR、FPD）の基本的な原理、構造、諸特性を理解

しなければならない。画像診断機器工学Ⅱでは、受像系に関する学修をとおして、画像の成り立ちに

ついての知識を身につける。更にそれらの受像器を備えたX線透視装置や乳房撮影装置（トモシンセ

シス含む）などの諸特性への理解に取り組む。この講義は、ディプロマポリシー１、5、７を主な目

的とする。なお、講義は大学病院において診療放射線技師の実務経験を有する教員が授業を行う。ま

た、国家試験科目であるためICT（eラーニング）を活用した自習学習支援を実施する。状況によって

は遠隔で実施することがある。

24 放射線画像工学 2 1

本講では、放射線画像の基本となるX線画像形成と受光システムについて、アナログ画像およびデジ

タル画像の特性を中心に解説する。アナログシステムでは、感光機構、感光材料と現像処理について

講義し、デジタル画像ではデジタル化やデジタル化に伴う特性について講義する。この講義は、ディ

プロマポリシー１、2、７を主な目的とする。また、アナログ、デジタルの画質特性やデジタル画像の

画像処理についても講義する。なお、本学大学病院放射線部にて診療放射線技師の実務経験を有する

教員が授業を行う。また、国家試験科目であるためICT（eラーニング）を活用した自習学習支援を実

施する。状況によっては遠隔で実施することがある。

25 放射線画像工学実験 2 1

前期に履修した放射線画像工学を受けて、その実際的な理解を目的とする実験を行う。 

直接X線撮影（増感紙-フィルム系）とデジタルラジオグラフィの画像データを解析することで、画質

評価（感度、被写体コントラスト、鮮鋭度、粒状度）の理解を深める。 特に直接X線撮影の実験は、

X線発生装置を使用するため、その基本的な原理について十分な知識を必要とする。他の講義で得ら

れた知識をより確実に理解することを望む。この講義は、ディプロマポリシー１、4、７を主な目的

とする。なお、大学病院にて診療放射線技師の実務経験を有する教員が実験指導を行う。 

状況によっては遠隔授業で実施することがある。



No 科 目 名 称 学年 単位 科　目　概　要

実務経験教員担当科目一覧

放射線学科

26 放射線画像工学演習 2 1

前期に履修した放射線画像工学を受けて、本科目ではその実際的な理解を目的とする各課題に対し

て、小グループ学習による能動的で深い学習成果を得るために、問題発見解決型学習(PBL: Problem-

Based Learning)方式を採用する。 

放射線画像形成過程をＸ線質、被写体コントラスト、散乱線などの観点から理解を深める。X線発生

装置を使用するため、その基本的な原理について十分な知識を必要とし、それらの知識をもとにグ

ループでディスカッションを行う。この実験は、ディプロマポリシー１、４、7を主な目的とする。な

お、大学病院にて診療放射線技師の実務経験を有する教員が実験指導を行う。 

状況によっては遠隔授業で実施することがある。 

27 放射線保健管理学 2 1

放射線被ばくの概念を理解し、放射線防護に必要な知識と技術を習得すること。防護の理念とその体

系、放射線量の概念、放射線の生体への影響とリスク、放射線源の安全取扱、測定技術とモニタリン

グ、事故時の対応、健康管理と教育・訓練に至るまでを系統的に把握できるようにする。医療領域で

の放射線防護についても言及する。放射線防護に関する知識、技術を習得し、自律し、創造できるDP

を備えた放射線防護の専門家を目指す。 

なお、診療放射線技師の実務経験を有する教員が授業を行う。 

状況によっては遠隔（ICT活用）で実施することがある。

28 診療画像技術学Ⅲ 3 1

診療放射線技師が携わる様々な画像診断検査のうちX線CT検査と超音波診断検査に関して、各検査の

特徴と撮像技術について理解を深め、臨床において求められる役割を認識することを目的に講義を行

う。また、すでに履修した専門科目についても関連する知識が有効に活用できるよう領域横断型の統

合講義を実施する。この講義は、ディプロマポリシー1，2，7を主な目的する。なお、講義は本大学

病院放射線部において診療放射線技師の実務経験を有する教員が授業を行う。また、国家試験科目で

あるためICT（eラーニング）を活用した自習学習支援を実施する。状況によっては遠隔授業で実施す

ることがある。

29 放射線機器管理工学 3 1

放射線機器管理工学では日常の放射線診療の場におけるQA（Quality Assurance）、QC（Quality Control）、即

ち、診療の質的向上と信頼性確保を目的とする機器・技術の管理体制について、概念と実際を教授する。この分野

は新しく、かつ課題が多く、現在WHO、IAEA、ICRP、IECなどの国際組織で、勧告や基準の制定活動が盛んに行

われている。これら医療機器に関する知識、技術を持った医療に貢献できる人材（DP）を育成する。  

本講義においては、各専門分野の教員が分担して放射線機器管理工学に関する講義を行う。 

なお、診療放射線技師の実務経験を有する教員が授業を行う。状況によっては遠隔授業にて実施することがある。

30 放射線施設管理学 3 1

医療において放射線（能）は、X線診断、放射線治療、アイソトープ検査などの放射線施設で利用されている。そ

のため、放射線施設における遮蔽評価は、放射線業務従事者の安全管理対策の一つである。本講義では、遮蔽評価

について実測とシミュレーションの双方について理解し、実務的に対応できる能力を養う。なお、授業は診療放射

線技師の実務経験を有する教員が行い、グループワークを行う。 

必要に応じて対面授業ではなく遠隔授業で実施する。



No 科 目 名 称 学年 単位 科　目　概　要

実務経験教員担当科目一覧

放射線学科

31 医療安全管理学 3 1

本科目では、診療放射線技師が医療を安全に実施するための基本的な知識とそのリスクマネジメントを基盤に、各

モダリティ別の安全に関する留意事項について講義する。 この講義は、ディプロマポリシー１、２、７を主な目的

とする。なお、講義は本大学病院放射線部において診療放射線技師の実務経験を有する教員が授業を行う。また、

国家試験科目であるためICT（eラーニング）を活用した自習学習支援を実施する。状況によっては遠隔で実施する

ことがある。

32 臨床基礎実習 3 2

【診療画像技術学】

臨床施設において医療スタッフの指導の下、医療チームの一員として様々な患者さんと接する臨床実

習を直前に控え、本実習ではその基盤となる臨床基礎技術を習得する。これまでの座学で得た専門知

識を診療画像技術に展開し、適切に提供できるよう、デジタルX線撮影装置等を用いた実践型の技術

実習を行い、基本技術の体得を目指す。また、臨床における診療放射線技師の実務を想定した本実習

を通じて、臨床実習へ参画する学生が有すべき礼節や診療画像技術に必要な患者接遇を会得する。

【核医学検査技術学】

臨床施設において医療スタッフの指導の下、医療チームの一員として様々な患者さんと接する臨床実

習を直前に控え、本実習ではその基盤となる臨床基礎技術を習得する。核医学検査は、放射性医薬品

(RI) を患者さんの体内に投与し、対象臓器に集積したRIから放出されるガンマ線をガンマカメラ、

SPECT 、PET装置などを用いて測定する体外測定検査 である。本実習では、パソコンを用いてガン

マカメラの機器性能評価解析、基本的な臨床データ解析の実習を行う。さらにSPECTの画像再構成、

フィルター処理、各種減弱補正などの臨床の場で多用されている画像処理の習熟を目指す。

【放射線治療技術学】

臨床施設における医療スタッフの指導のもと、医療チームの一員として様々な患者さんと接する臨床

実習を直前に控え、本実習ではその基盤となる臨床基礎技術を習得する。放射線治療における照射法

や放射線の応用技術は、解剖学的形態を考慮して綿密に計画しなければならない。診療放射線技師

は、医師や関連職種と協働で放射線治療計画における画像の取得、線量計画の策定、線量分布の評価

を行う。本実習では評価点線量の算出や放射線治療計画法の実習を通してそれらの素養と技術を習得

する。

なお、本大学病院放射線部等の臨床施設にて診療放射線技師としての実務経験を有する教員がそれぞ

33 診療画像技術学Ⅰ 3 3

X線撮影(一般撮影)は診療放射線技師の業務の基本となる重要な検査である。 

本講義では、X線撮影について以下の内容を説明する。 

　1) 撮影画像における解剖学の知識 

　2) 撮影技術 

　3) 臨床において診療放射線技師に求められる役割 

 

この講義は、ディプロマポリシー1,2,5を主な目的とする。 

 

また、単なる暗記に留まらず、「自ら考えるX線撮影技術」を修得できる様に促す。 

講義は、指定教科書に沿って説明を行う。 

本講義ではICTを活用し、eラーニングを用いた自習学習支援を実施する。状況によっては遠隔授業で

実施する 

ことがある。 

本講義は、本大学病院放射線部において一般撮影業務の実務経験を有する教員が講義を担当する。 

 



No 科 目 名 称 学年 単位 科　目　概　要

実務経験教員担当科目一覧

放射線学科

34 診療画像技術学Ⅱ 3 2

診療放射線技師が携わる様々な画像検査について、以下の内容を講義する。 

　1) 検査の目的 

　2) 検査に必要な知識・技術 

　3) 臨床において診療放射線技師に求められる役割 

 

この講義は、ディプロマポリシー1,2,5を主な目的とする。 

 

講義は、配布資料に沿って説明を行う。 

本講義ではICTを活用し、eラーニングを用いた自習学習支援を実施する。状況によっては遠隔授業で

実施する 

ことがある。 

本講義は、本大学病院放射線部において各種造影検査の実務経験を有する教員が講義を担当する。

35 磁気共鳴論 3 2

今日の画像診断において、磁気共鳴画像法(MRI：magnetic resonance imaging)は欠くことのできな

い優れたモダリティであり、MRI検査を主体的に担当する診療放射線技師にはその特性を駆使できる

高度な専門知識や検査技術が求められる。本講義では、基礎医学研究から臨床に至るまで広く利用さ

れるMRIの撮像原理や特性について系統的に教授し、ディプロマポリシー１・５・７を主な目的とす

る。 

なお、本科目では診療放射線技師としてMRI検査の実務経験を有する教員が授業を行う。 

この講義は対面授業で実施するが、状況によっては遠隔授業を行う。

36 画像診断機器工学Ⅲ 3 1.5

近年の放射線画像診断機器の進歩は著しく、アナログ診断機器からデジタル診断機器へと変化している。 X線CTは

G.H.Hounsfieldにより開発され、現在の画像診断の中心的な装置となっている。また、超音波診断装置は非侵襲性

の検査法として重要である。 最近では、X線CTではヘリカルスキャン・マルチスライスCT・三次元表示・心拍同

期画像再構成・動態スキャン、超音波診断装置ではカラードップラー・ハーモニクススキャン・超音波3Dと著し

い進歩が続いている。このように進歩する画像診断機器を理解するためには、装置の原理・構造を理解することが

重要である。そこで本講義はX線CT・超音波診断装置の基礎から最新技術まで講義を行う。その過程に置いては

ディプロマポリシー1，2，7を主な目的する。なお、講義は本大学病院放射線部において診療放射線技師および臨

床検査技師の実務経験を有する教員が授業を行う。また、国家試験科目であるためICT（eラーニング）を活用し

た自習学習支援を実施する。状況によっては遠隔授業で実施することがある。

37 画像診断機器工学実験 3 1

診療放射線技師として画像診断装置を使いこなすためには基本的な原理と構造・機能・諸特性について十分理解す

る必要がある。本実験では各種画像診断装置の取扱いを少人数のチーム毎に協力しながら実践し、安全な取扱技術

の習得とその原理と特性の理解に努める。また、自らの役割を責任感を持って果たしながら論理的なデータを収集

し、得られた結果は教科書や文献を参照ながら考察することで論理的な思考を養う。この実験は、ディプロマポリ

シー１、２、４、６を主な目的とする。なお、大学病院において診療放射線技師の実務経験を有する教員が実験を

担当する。

38 放射線保健管理学 3 1

放射線被ばくの概念を理解し、放射線防護に必要な知識と技術を習得すること。防護の理念とその体系、放射線量

の概念、放射線の生体への影響とリスク、放射線源の安全取扱、測定技術とモニタリング、事故時の対応、健康管

理と教育・訓練に至るまでを系統的に把握できるようにする。医療領域での放射線防護についても言及する。放射

線防護に関する知識、技術を習得し、自律し、社会貢献のできるDPを備えた放射線防護の専門家を目指す。 

なお、診療放射線技師の実務経験を有する教員が授業を行う。 

状況によっては遠隔で実施することがある。



No 科 目 名 称 学年 単位 科　目　概　要

実務経験教員担当科目一覧

放射線学科

39 放射線保健管理学実験 3 1

本実験では、各モダリティ毎の患者被ばく線量の評価、X線検査室内での散乱線分布の測定、作業室内の粒子状放

射性核種の採集と測定、液体シンチレーションカウンタによる水試料中のトリチウム濃度の測定、非密封放射性同

位元素取扱施設における表面汚染検査など、放射線管理でしばしば実施される項目について、その原理を学び手技

を身につける。なお、本大学病院放射線部において診療放射線技師の実務経験を有する教員が実験を行う。 

状況によって、対面から遠隔に変更する場合がある。

40 放射線関係法規 3 1

放射線の防護および管理については、本講義と放射線保健管理学の講義を一体として理解できて、は

じめて全体が理解できる。本講義では、放射線関連の法令について系統的・体系的に理解できるよう

に、まず、概論から説明する。次に、診療放射線技師の法的立場を説明し、国際放射線防護委員会や

国際原子力機関などの趣旨に基づくわが国の放射線法令を説明する。また、その他の放射線に関連す

る法令についても主要な箇所を説明する。なお、授業は診療放射線技師の実務経験を有する教員が行

い、ICTを利用する。 

必要に応じて対面授業ではなく遠隔授業で実施する。

41 放射性廃棄物処理論 3 1

放射線・放射能の医学や産業界などを中心とした利用、原子エネルギーの活用、に関して、わが国で

は原爆や、原子力発電所の事故などの被災経験もあって、放射線・放射能や放射性廃棄物の処理・処

分などに関して些細な事象でも過大に扱われやすい傾向が見られる。 

放射線・放射能や原子力に関して一般的な正しい知識を普及するため「正しく、怖れよ」を主題にし

た次の講義を行う。 

 

①放射線・放射能および原子力の利用について基本的な事柄を説明する。 

②放射性廃棄物の処理・処分の方法および国際的な動向や規制などについて講義する。

 

③原子燃料の再処理や原子力施設の廃止などに伴い発生する高レベル放射性廃棄物の処理・処分につ

いて講義する。 

 

なお、原子力研究施設、原子力発電所などにおいて放射線防護、放射性廃棄物処理などについて実務

経験を有する教員が授業を行う。 

対面講義であるが、状況によっては遠隔で実施することがある。

42 核医学検査技術学 3 3

核医学検査には放射性医薬品（RI）を体内に投与し、対象臓器内に分布したRIを、シンチカメラ、SPECT、PET装

置等で撮像し、その結果を定量解析し数値化、或いは画像化する体外計測と、患者さんからの試料（血液、体液な

ど）にRIを加え、試料中の微量ホルモンなどの成分を定量的に分析する試料測定検査がある。前期は撮像原理、画

像再構成、各種補正法などの技術的な内容について講義する。後期は、臨床核医学に重点を置き、核医学検査・治

療の方法・手技の詳細を、代表的疾患の検査所見・意義などを含め講義する。ICTを活用して１テーマ終了時に関

連する問題を出題し、理解度を把握する。 

なお、本大学病院放射線部において放射線科医師、京都大学医学部附属病院放射線部において診療放射線技師の実

務経験を有する教員が授業を行う。ICTを活用して１テーマごとに問題を出題し、理解度を把握する。状況によっ

て対面授業ではなく遠隔授業で実施する。

43 放射線治療技術学 3 3

放射線治療は、がんの三大療法の一つであり放射線治療を実施する場合には腫瘍についての知識や放射線の物理的

作用、線量測定の原理や放射線の生物的な作用についての知識が必要となる。これらの基礎知識に加えて腫瘍と正

常細胞に対する放射線の効果についての知識を踏まえ、放射線照射技術の特徴、対象疾患、品質管理の手法につい

ての講義を実施する。また、放射線治療に関わる情報通信についても言及し、放射線治療部門におけるICT活用に

ついても解説する。水曜担当は林、木曜担当は安井である。授業を担当する教員は、いずれも放射線治療の経験を

有し、科目担当者はいずれも放射線治療専門放射線技師、医学物理士の認定資格を有する。 

講義は、Moodleやクリッカーなどを活用してインタラクティブな講義形態で行う。 

新型コロナウィルス感染症等の状況によって、対面講義から遠隔講義に変更する場合がある。



No 科 目 名 称 学年 単位 科　目　概　要

実務経験教員担当科目一覧

放射線学科

44 臨床実習 3 9

座学で学修した内容を現場で体験することにより、診療放射線線技師の専門性を考える。藤田医科大学病院にて、

X線撮影部門、ハイブリッド手術室（血管撮影）部門、CT検査部門、透視部門、核医学部門、放射線治療部門、第

二教育病院、愛知医科大学病院、名古屋市立大学病院において、8～9名程度のグループで回り臨床現場を体験す

る。DPを基に知識・技術を持ち、自律した人材を医療に貢献できるように育成する。 

なお、本大学病院放射線部、第二教育病院、愛知医科大学病院、名古屋市立大学病院において診療放射線技師の実

務経験を有する教員が授業を行う。 

45 応用電子工学実験 3 1

医用機器は、主に電子回路で制御されている。そのことを理解する上でオシロスコープの基本的な使

用法を習得するとともに、各種半導体の特性、基本的な電子回路について、その動作、特性、働きを

理解し、各種の電子回路の応用、制御のメカニズムを学ぶ。DPに基づく電子回路の知識を持ち、実

験から学修したことをふまえて、問題を解決できる能力を養う人材を育成する。

なお、本大学病院放射線部において診療放射線技師の実務経験を有する教員が授業を行う。

状況によって、対面から遠隔で実施する。

46 放射線計測学実験 3 1

以下の項目について、実験を通じて計測理論と計測機器の取り扱いを学ぶ。合わせて、放射線源の取

り扱いについても学ぶ。 

・GM計数管を用い、その特性と計数値の統計的性質について学ぶ。 

・GM計数管を用い、β線の最大エネルギーを計測する。 

・多重波高分析器を用い、γ線スペクトルの計測と解析を行う。 

・診断用X線装置を用い、制動放射線のエネルギー特性について学ぶ。 

・TLD、OSLD線量計を用いて線量計測を行い、線量の計測とそれぞれの検出器の特徴について学

ぶ。 

なお、本大学病院放射線部において診療放射線技師の実務経験を有する教員が授業を行う。状況に

よって、対面または遠隔で実施する。 

５人程度の小グループで実験を行い、実験結果も踏まえて与えられた課題に全員で取り組む。各自で

課題に対する回答を調べ、ディスカッションを行い、グループで結論を見出す。得られた結論につい

て、教員と口頭試問を行いフィードバックを受ける。

47 総合放射線技術学Ⅰ 4 1

実臨床の現場において現在の診療放射線技師は、医師の指示のもとに単に検査や放射線治療をこなすだけでなく、

患者それぞれの社会背景を把握し、疾患の診断・治療に関する知識をもち、チーム医療に貢献しなくてはならな

い。本科目では、診療画像技術学、核医学検査技術学、放射線治療技術学の関する各課題に対して、小グループ学

習による能動的で深い学習成果を得るために、問題発見解決型学習(PBL: Problem-Based Learning)方式を採用す

る。 

なお、本大学病院放射線部において放射線科医師、診療放射線技師の実務経験を有する教員が授業を行う。 

状況によっては遠隔で実施することがある。

48 総合放射線技術学Ⅱ 4 2

診療放射線技師国家試験科目である基礎医学大要、放射線生物学、放射線物理学、放射化学、医用工学、診療画像

機器学、X線撮影技術学、診療画像検査学、画像工学、医用画像情報学、放射線計測学、核医学検査技術学、放射

線治療技術学、放射線安全管理学をオムニバス形式で講義・演習を行う。国家試験の出題傾向に合わせた講義・演

習を中心に行う。 

なお、放射線科医師、診療放射線技師の実務経験を有する教員が授業を行う。状況によっては遠隔で実施すること

がある。 



No 科 目 名 称 学年 単位 科　目　概　要

実務経験教員担当科目一覧

放射線学科

49 臨床実習 4 1

藤田医科大学病院にて、MRI部門、超音波部門において、4～5名程度のグループで回り臨床現場を体験する。 

なお、本大学病院放射線部の診療放射線技師が指導する。 

状況によって、対面から遠隔に変更する場合がある。

50 診療放射線技術学特論 4 1

今日の臨床における診療放射線技師の役割は、医療技術の進歩、特に多種多様なイメージングモダリ

ティの普及に伴って急速に拡大し、求められる専門性は高度化の一途をたどっている。さらに、最近

の資格法改正により、業務内容の拡大も図られている。このような診療放射線技師を取り巻く状況を

踏まえ、本講義ではそれら業務の学問基盤となる診療放射線技術学について、各テーマに高い専門性

を有し、第一線で臨床業務や関連研究を遂行している教員によるオムニバス形式の特別講義を展開す

る。本講義を通して、臨床で活躍する診療放射線技師像を自分なりに捉え、自身の将来を重ねながら

研鑽の糧として欲しい。 

なお、本大学病院放射線部等の臨床施設にて診療放射線技師としての実務経験を有する教員が講義を

担当する。 

状況によっては遠隔で実施することがある。

　放射線学科：標準単位 124単位　

　実務経験のある教員による授業科目：68.5単位

　割合：　　55%


